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令
和
五
年　

年
間
行
事
計
画

一
月
一
～
三
日　

三
朝
祈
祷

　
　

二
十
六
日　

高
祖
降
誕
会

　
　
　
　
　
　
　

 

（
道
元
禅
師
の
誕
生
日
）

二
月
十
五
日　
　

 

涅
槃
会
（
お
釈
迦
様
が
亡
く
な

ら
れ
た
日
）

　
　
　
　
　
　
　

永
松
会
・
婦
人
会
新
年
回（
未
定
）

三
月
十
一
日　
　

東
日
本
大
震
災
慰
霊
法
要

　
　
　
　
　
　
　

３
．
１
１
を
忘
れ
な
い
コ
ン
サ
ー
ト

　
　

二
十
日　
　

当
山
三
十
四
世
智
貫
孝
善
大
和

　
　
　
　
　
　
　

尚
命
日

　
　

十
八
～
二
十
四
日　

春
彼
岸

四
月
八
日　
　
　

降
誕
会（
お
釈
迦
様
の
生
ま
れ
た

　
　
　
　
　
　
　

日
）

　
　
　
　
　
　
　

婦
人
会
総
会
（
未
定
）

五
月　
　
　
　
　

永
松
会
総
会（
未
定
）

六
月　
　
　
　
　

教
区
護
持
会
研
修
会（
特
派
布
教

　
　
　
　
　
　
　

道
場
）

七
月
十
日　
　
　

防
災
訓
練 

（
青
葉
土
樋
町
内
会

　
　
　
　
　
　
　

共
催
）

　
　
　
　
　
　
　

永
松
だ
よ
り
第
二
十
四
号
発
刊

ハ
月
十
四
日　
　

盂
蘭
盆
大
施
食
会
（
十
三
時

　
　
　
　
　
　
　

三
十
分
打
出
し
）

九
月
二
十
～
二
十
六
日　

秋
彼
岸

　
　

二
十
六
日　

教
区
萬
燈
会
（
向
山 

長
徳
寺
）

　
　

二
十
九
日　

両
祖
忌
（
道
元
禅
師
・
瑩
山
禅
師

　
　
　
　
　
　
　

が
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
日
）

十
月　
　
　
　
　

観
音
堂
御
開
帳
供
養

　
　
　
　
　
　
　

秋
の
夕
べ
コ
ン
サ
ー
ト

十
一
月
二
十
一
日　

太
祖
降
誕
会（
瑩
山
禅
師
の
誕
生

　
　
　
　
　
　
　

日
）

十
二
月
八
日　
　

成
道
会（
お
釈
迦
様
が
お
悟
り
を

　
　
　
　
　
　
　

開
か
れ
た
日
）

　
　
　
　
　
　
　

永
松
会
忘
年
会（
未
定
）

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
開
創
五
〇
二
年

を
迎
え
、
干
支
に
因
ん
で
更
に
ジ
ャ
ン
プ
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
今
、
世
界
で
は
戦
争
が
続
け
ら
れ
、
国
内
で
は

自
然
災
害
や
マ
イ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
苦
し
ん
で
い
る
人

が
大
勢
い
ま
す
。
檀
信
徒
の
方
だ
け
で

な
く
苦
し
ん
で
い
る
方
々
に
も
広
く
想

い
を
寄
せ
て
行
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

今
年
は
３
．
１
１
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々

の
十
三
回
忌
に
当
た
り
ま
す
。
慰
霊
法

要
に
併
せ
て
沖
縄
民
謡
歌
手
の
古
謝
美

佐
子
さ
ん
を
迎
え
、
戦
争
や
災
害
ま
た

虐
げ
ら
れ
た
歴
史
を
考
え
る
き
っ
か
け

と
し
て
「
祈
り
の
コ
ン

サ
ー
ト
」
を
行
い
ま
す
。

（
詳
細
は
裏
面
に
）

　

弟
子
の
大
輝
は
昨
年

十
二
月
十
四
日
に
大
本

山
總
持
寺
の
瑞
世
（
一
夜

住
職
の
こ
と
）
を
終
え
、

松
源
寺
の
副
住
職
と
な

り
ま
す
。
檀
信
徒
の
皆
様

に
は
暖
か
く
見
守
り
、
育

て
て
頂
き
た
い
と
存
じ

ま
す
。
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こ
の
度
、
松
源
寺
の
副
住
職
と
な
り
ま
す

　

こ
の
度
、
松
源
寺
の
副
住
職
と
な
り
ま
す

東
海
大
輝
で
す
。
何
卒
宜
し
く
お
願
い
致
し

東
海
大
輝
で
す
。
何
卒
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。
平
成
六
年
に
生
ま
れ
今
年
で
二
十
九

ま
す
。
平
成
六
年
に
生
ま
れ
今
年
で
二
十
九

歳
に
な
り
ま
す
。

歳
に
な
り
ま
す
。

　

両
本
山
で
の
瑞
世
も
無
事
終
え
、
正
式
に

　

両
本
山
で
の
瑞
世
も
無
事
終
え
、
正
式
に

副
住
職
と
な
り
行
事
に
臨
ん
で
参
り
ま
す
。

副
住
職
と
な
り
行
事
に
臨
ん
で
参
り
ま
す
。

　

私
は
、
鶴
見
の
總
持
寺　

鶴
岡
の
善
寶
寺

　

私
は
、
鶴
見
の
總
持
寺　

鶴
岡
の
善
寶
寺

の
二
つ
の
僧
堂
で
安
居
、
修
行
し
特
に
善
寶

の
二
つ
の
僧
堂
で
安
居
、
修
行
し
特
に
善
寶

寺
は
御
祈
祷
を
主
と
す
る
祈
祷
寺
で
あ
り
ま

寺
は
御
祈
祷
を
主
と
す
る
祈
祷
寺
で
あ
り
ま

し
た
の
で
祈
祷
太
鼓
と
い
う
太
鼓
に
合
わ
せ

し
た
の
で
祈
祷
太
鼓
と
い
う
太
鼓
に
合
わ
せ

て
お
経
を
挙
げ
ま
す
。

て
お
経
を
挙
げ
ま
す
。

　

善
寶
寺
の
太
鼓
の
打
ち
方
は
、
リ
ズ
ム
が

　

善
寶
寺
の
太
鼓
の
打
ち
方
は
、
リ
ズ
ム
が

少
し
特
殊
な
打
ち
方
を
し
ま
す
の
で
松
源
寺

少
し
特
殊
な
打
ち
方
を
し
ま
す
の
で
松
源
寺

の
行
事
の
中
で
太
鼓
を
使
っ
た
お
経
を
挙
げ

の
行
事
の
中
で
太
鼓
を
使
っ
た
お
経
を
挙
げ

る
機
会
が
あ
っ
た
時
に
是
非
そ
の
リ
ズ
ム
に

る
機
会
が
あ
っ
た
時
に
是
非
そ
の
リ
ズ
ム
に

耳
を
傾
け
て
く
れ
た
ら
と
存
じ
ま
す
。

耳
を
傾
け
て
く
れ
た
ら
と
存
じ
ま
す
。

　

今
年
か
ら
様
々
な
行
事
に
加
わ
る
こ
と
と

　

今
年
か
ら
様
々
な
行
事
に
加
わ
る
こ
と
と

思
い
ま
す
の
で
何
卒
お
力
添
え
の
ほ
ど
宜
し

思
い
ま
す
の
で
何
卒
お
力
添
え
の
ほ
ど
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

昨
今
、
世
の
中
で
は
直
葬
（
ち
ょ
く
そ
う
・

じ
き
そ
う
）
と
い
う
聞
き
な
れ
な
い
言
葉
が

飛
び
交
い
、
ニ
ュ
ー
ス
で
は
「
墓
じ
ま
い
」

と
称
し
て
終
活
の
一
つ
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ

て
い
る
。
都
会
の
土
地
に
限
り
が
あ
る
場
所

で
は
タ
ワ
ー
型
の
納
骨
堂
が
建
設
さ
れ
、
札

幌
で
は
倒
産
し
ご
遺
骨
の
行
き
場
が
無
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
報
道
が
あ
っ
た
。
仙
台
に

も
そ
の
よ
う
な
波
が
近
づ
い
て
き
て
い
る
。

　

檀
家
さ
ん
の
要
望
も
あ
り
「
永
代
墓
地
」

を
建
立
し
た
。
永
代
＝
長
い
年
月
。
永
世
。

子
々
孫
々
。
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
先
祖

代
々
を
捨
て
去
る
こ
と
で
は
な
い
。
相
田
み

つ
を
さ
ん
の
詩
に
「
自
分
の
番　

い
の
ち
の

バ
ト
ン
」
を
紹
介
す
る
。

　

今
、
私
が
バ
ト
ン
を
受
け
取
り
、

次
代
に
渡
す
こ
と
は
、
松
源
寺
の

三
十
五
代
住
職
と
し
て
の
使
命
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

父
と
母
で
二
人

　

父
と
母
の
両
親
で
四
人

　

そ
の
ま
た
両
親
で
八
人

　

こ
う
し
て
か
ぞ
え
て
ゆ
く
と

　

十
代
前
で　

千
二
十
四
人

　

二
十
代
前
で
は

―
―
？

　

な
ん
と
百
万
人
を
越
す
ん
で
す

　

過
去
無
量
の

　

い
の
ち
の
バ
ト
ン
を
受
け
つ
い
で

　

い
ま　

こ
こ
に

　

自
分
の
番
を
生
き
て
い
る

　

そ
れ
が　
　

あ
な
た
の
い
の
ち
で
す

　

そ
れ
が
わ
た
し
の　
　

い
の
ち
で
す

　
　
　

み
つ
を

自
分
の
番　

い
の
ち
の
バ
ト
ン

自
分
の
番　

い
の
ち
の
バ
ト
ン

໐໐

　

納
骨
の
際一霊
に
つ
き
三
十
万
円
の
志
納
金

　

納
骨
の
際一霊
に
つ
き
三
十
万
円
の
志
納
金

　
　

個
別
の
家
族
墓

　
　

個
別
の
家
族
墓

　
　
（
二
霊
収
ま
る
お
墓
。
あ
る
程
度
の
年
回
ま
で
安
置
）

　
　
（
二
霊
収
ま
る
お
墓
。
あ
る
程
度
の
年
回
ま
で
安
置
）

໐໐

　
一霊
五
十
万
円
の
志
納
金

一霊
五
十
万
円
の
志
納
金

　
　
（
字
彫　

〇
〇
家
・
戒
名
含
む
）　
二
霊
ま
で

　
　
（
字
彫　

〇
〇
家
・
戒
名
含
む
）　
二
霊
ま
で

中
央
の
合
葬
墓

中
央
の
合
葬
墓

（
お
参
り
に
来
る
縁
の
な
い
仏
様
の
お
墓
）

（
お
参
り
に
来
る
縁
の
な
い
仏
様
の
お
墓
）

永
代
墓
地

永
代
墓
地
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禅の風
第五十一号

七
世
紀
、
イ
ン
ド
に
法
を
求
め
、
玄
奘
三
蔵
は
国
禁
を
犯
し
て
長

安
を
出
た
。
そ
し
て
法
師
の
帰
国
か
ら
約
千
年
。
小
説
『
西
遊

記
』
が
完
成
す
る
。
孫
悟
空・猪
八
戒・沙
悟
浄
ら
の
活
躍
、
仏・

菩
薩
や
神
々
の
助
け
で
大
願
を
成
就
す
る
、
そ
の
奇
想
の
西
天
取

経
物
語
は
、
今
な
お
大
き
な
人
気
を
保
つ
。

『
西
遊
記
』
と
は
何
か
。
仏
教
の
視
点
か
ら
そ
の
源
流
を
辿
る

と
と
も
に
、
三
蔵
法
師
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
実
在
の
玄
奘
に
つい
て
、

そ
の
偉
大
な
事
績
と
生
涯
の一端
を
探
る
。

監
修　

吉
村　

誠
（
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
仏
教
学
科
教
授
）

禅
の
風
五
十
一
号　

発
行
所　

曹
洞
宗
宗
務
庁

発
売
所　

水
曜
社　

定
価　

一
二
〇
〇
円
＋
税

西
遊
記
―
そ
し
て
玄
奘
の

伝
説
と
事
績

竹
丸　

武
志

戸
田　

詩
子

副
会
長

監　

査

監　

査

会　

計



禅
の
小
窓
21

無
財
の
七
施
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十
三
回
忌

古謝美佐子古謝美佐子
コンサートコンサートin 松源寺in 松源寺

2023
[土曜日 ] 3.112023
[土曜日 ] 3.11

を

の
集

り
祈

い

3.
11

れ
な
い

れ
な
い

を

の
集

り
祈

い

3.
11

■申込み方法：QRコードより専用フォームにてお申し込みください。
■料金／参加費 1,000円　■主催：曹洞宗 松源寺　仙台市青葉区土樋1-6-30

忘忘

14：4614：46 ～ 黙祷・法要 黙祷・法要
15：1515：15 ～ コンサート コンサート
17：0017：00 ～～ キャンドルナイトキャンドルナイト

14：4614：46 ～ 黙祷・法要 黙祷・法要
15：1515：15 ～ コンサート コンサート
17：0017：00 ～～ キャンドルナイトキャンドルナイト

QRコードより専用フォーム
にてお申し込みください。

申し込み方法内　容　　14：46　黙祷・法要
　　　　　15：15　コンサート
　　　　　17：00　キャンドルナイト
　　　　　　　　　 （内容未定）

参加費　　1,000 円

主　催：曹洞宗　松源寺　仙台市青葉区土樋１-6-30

３
・
11 

を
忘
れ
な
い　

祈
り
の
集
い

http://shougenji.jp/
HPアドレス


